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昭和18年9月10日鳥取地震と地電位差の愛化

吉松隆三郎

I.地震前の型化

従来の様に地震直前後の地電位差の東西成分の差曲繰を示すと第1闘である．上は差動検流計に

よる 1.5粁基線の自記差曲線，下は雨基線濁立配鎌からの計算差曲線である・との差動検流計の感

度ば遁常使用してゐるものよりー桁よいので電位盤計尚に電位差の一部を配鎌さじてゐる．ちゃう

ど地震前は短基識はそのま Lにして長基線の差動悶路のうち通常問路に直列に入ってゐる抵抗 R

のみを援へた時補償が如何にたるかを試昼食中であった.E!Pち8日12時過ぎそれ迄の 530オーム

を 51-0オームに， 9・日12時直前とれを更に 450t'L下げ， 1013 12 時 55~子にはとれを 560 オ

ームに上げた，とれらの時刻｜はや L大きい黒丸で示しである．とれによる差曲線の讃4むを短遡期擾

乱の按掘に就いて・1.5粁基線の同じ大きさを基単として示したものは第 2園（ロ〉で嘗然である

が R に比例してゐる．とれから完全補償の出来る抵抗を見出すととも出来る．絶封値の方は 0.1

粁基綿の夫れが現在非常に小さく擾凱が零の上下に麹動してゐるのでとれも殆んE抵抗嬰佑に比例

して捷ってゐる．第 2間〈イうで抵抗比 Rn/Rn＇と差電位差の夫れ・D.n/Dn＇とを示してるる.B”’
D”は上記各抵抗及びその時の差電位差である．それで第1困は抵抗比を剰じて凡て 560オーム

の時の値に換算してるる．質際は 0.1粁もそれ丈け補正したくては完全補償にならぬが，補償の程

度を示すためそのま Lにしてある．それで 8～9隠は擾割点h電流が大きく配線されてゐる．別に地

震のためでたい．

計算差曲線の方は長説患の時計故障のため地震前扶測があるが，地震前約 5時間位に念に上昇

し蛮震迄時主一定値を保ってゐる．自記差曲線は地震前に上砲の如〈完全補償にたってゐたいが，

0.1・粁の方が絶望サ値が現在非常に小さいので時主その平均曲線が質際に近いものとたる筈である．

従って同じ程度の同様た鑓4ちをしてゐるととがみられる．との念鑓必の掻幅は 0.7ミリボルト毎

100米で従来の｛直（I）とよく合ってゐる．向自配差曲線の寸法依田上一回盛が 1植に記録されるか

ら0.01ミザボルト迄は測れる．更にとの艶佑から遡ると日目 10～18時頃， 7日11時頃に小ミき

いが同様た急：礎化がるる．とれから前除問示してたいが漸婚の傾向にある．との饗化が本地震と関

係、するか否かは今は不明である．それは組振動時間 p（相封的主主規模の一回安とする〉が3分以上

の地震を畢げると園の如〈とれら艶他都会に存在し，園左端に近い 68~子化建ずるものは電位差の

費佑も最大の底に出七ゐる様た事情があるからである．但しとれらは柿岡で無感でるる．更に長期
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聞に靖国した地電位差の提佑に就いては別の機合に述べるととに

してと Lでは地震直前のととに限定しておし

II.鈴震と地電位差の艶化

規模の大きい地震ではその飴震についても本盤と同様の製品を

認める仰ととの例は低に越ペ？ととともるる治ちとの地震でもそれ

か官、められる．柿岡で観測した pが 3分以上の飴震を小織にて

記入し括弧内にその撤を示した．地震直後の 10'El 18時から日

目2時頃迄及v:.11日 7時から11時頃起のや νj、さいが幽総の

上昇部分に徐震が群集してゐる．更に 11日16時頃から上昇し

初め翠 12日7時極大に遣してゐるーつの上昇部介にも矢強飴鍵

が集ってゐるし， 12日22時前後及び 13目10時前後c曲線の
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68 昭和 18.＆学9JJ 10日島取地震主地電位慈の鍵化

上った部会に於ても皆飴震が起ってゐるととは注目せられる．とれ等は本震と問機1'J:艶佑で市もそ

の大きさは本震に於て最大で絵震中でも pの大たるもの程一般に大きい仰ととは第 3固に示す通

りで定量的に更に興味あるととである．向第3圃D pは上胞各費佑期間中の飴震群について平均

したものでるる．

終りに避長藤原先生による暗示，機舎を奥へられた今遭所長，製闘を依損した山田氏に深謝す

る．

く1)..集.修150鯵 4銃
(2）本隊第 1 谷第 2-s•

くS)(2) 2lぴ天.と叙倹鯵10＠，悠6鍛
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Radio Fade-Outs and VariaもionsofぬeEarth's Magneもism

By. 8. Iw.Mrrr. 
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Ae the third rep(>rt on the varia色ionsofぬeearぬ’smagnetism accompanied with radio fade-ou色s,

the followiog points nre d曲crived.(wecall色hesem噌neticvariat lone ptovisionary“Chromospherical・
iype VILria~fon ''). 

J. Freq・aency of occurrence ofぬesetwo phe:Do回ena..

!!. Sea向nalvariation ・of these two phenomena. 

3. Ty伊sof Ohr'onospherlcalもypevariations. 

4. Ratio of increase of ionisation when radio fode-outsα:curs to ordinary ionisation in diurnal 

V品ria色：onlayer of色heeart.b magnetism. 

6. Diet町banceof色hislayer. 

On Earth-Current Potentials at Memanbetu, lsigaki仙 dNemuro. 

By Y. YoxotrrL 

Continuous registrations of eart.h・current伊鈎ntialsat Memanbet.u, Jsigaki and NetnJiro were 

carried out in June 1936, Crom September to October l鈍Iand from Januaryぬ Febraaryl鈍S

respectively. The di町nalvariation and鈴meother obs由rvedfacts are descr;b:d岨 ddiscll鴎 d,

comparing臨海ewiめ色heaim叫愉a駒田 obeorvatio国 atぬeKakioka and色heToyobara.抵agnctもic

Obee刊温.tortes.

Variations of Earth-Current Potentials rela飴dto 

the Tottori Conspicuous Earもhquake,September 10, 2603 (1948). 

by. T.司E叩 UU.TU.

Variations of帥rtb-c凶entpo5entials occured before色he曲ithqua加 andthose accompa凶edwith 

ite aft.er喝l.ioc加島問 reported.Similar resn ts as凶もheprevioae in,・estiga&ions are nlao obtained. 

比 Utumi:An &p開ndanも匂 tbe“On出e!:;pee勿幽ofthe lightni1副g.''Vol. 4, No. 1. p. l. 


